




セミナー運営中の様子

参加者の発表 参加者の発表

青年部会講座

テ ー マ：	ワークショップ ～失敗しないプレゼンテーションを学ぶ～

日　　時：	第1回目	 2022年8月19日（金） 13：30～16：00

	 第2回目	 2022年8月26日（金） 13：30～16：00

方　　式：	オンライン（Zoom）

参 加 者：12名

【内 容】

第1部  個人プレゼンの発表
参加者へ事前に配布された参考図書を購読し、自分の好きな物・ことをテーマにプレゼンテーションを行い

ました。今回もWEBでのプレゼンテーションのため、参加者それぞれ工夫を凝らした内容が目立ちました。
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講師の澤田様の講義

参加者の皆様の様子

講座から得たプレゼンテーションの反省点の発表

第2部  プレゼンテーションの基礎講座
三菱ケミカルアクア・ソリューションズ株式会社  

澤田様を講師としてお招きし講義を行いました。

スライド作りや話し方などをメインにプレゼンテー

ションのスキルを学びました。

第3部  3グループに分かれての意見交換
各グループ3～4名に分かれての意見交換を行いま 

した。

第4部  修正版プレゼンテーションの発表
第1回目で発表した内容を、澤田様の基礎講座や意見

交換で出た意見などを活かし、修正版を発表しました。

【所 感】

初めてこのような講座に参加し、プレゼンテーションの基礎を学ぶ事ができました。

私自身もメーカー営業としてプレゼンテーションを行う際に、今回の講座で得た知識を踏まえて今後の営業

活動に邁進していきたいと思います。

〈安積濾紙株式会社 営業部名古屋支店　金田 侑樹〉
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SDGs研究委員会主催講演会セミナー

テ ー マ：	SDGsの導入と活用のポイントについて

日　　時：	2022年6月23日（木）13：00～16：50

方　　式：	オンライン（Zoom）

参 加 者：	30名

【目 的】
SDGsの取り組みと企業活動とのかかわりについて理解を深める

【内 容】
講演1　企業経営とSDGsについて

講師：近畿経済産業局通商部国際課　谷原 秀昭 氏

2019年の新聞社調査ではSDGsの認知度は日本

が最下位となっており、認知度は高まっているものの、

「具体的に何をしていけばいいか分からない」という

認識が強いようだ。

2015年9月の国連持続可能な開発サミットにお

いて全会一致で採択された持続可能な開発のための

2023には、「このアジェンダは、人間、地球及び繁栄

のための行動計画である。」とあり、ステークホルダー

が地球規模、すなわち俯瞰して広域で見る必要性が

ある。また、右図に示される5つのPをもとに、17の

ゴールと169のターゲットが示されている。SDGsの概念を表す構造モデル「ウェディングケーキモデル」で下

層から上層へ①生物圏、②社会圏、③経済圏、④パートナーシップという構成となっている。これは、すべての

目標を見てどのような波及効果があるか考えるのに活用できる。現状、既に取り組んでいることを目標と結び

付けがちなところを問題提起されていた。

日本政府は持続可能な開発目標（SDGs）推進本部が各自治体や民間企業の取り組みを後押ししている。岸

田政権の“新しい資本主義”として『デジタル田園都市国家構想』をもとに、各省庁が施策を具体化させていく。

SDGsの達成には政府だけでなく民間企業の力が不可欠だということが2019年の安倍元首相の国連スピーチ

や『持続可能な開発目標CEO向けガイド』からも窺える。

ビジネス視点で考えると企業の社会的責任（CSR）としてボランティア色が強いと当初思われていたが、『SDG 

Compass SDGsの企業行動指針』において企業がSDGsに取り組む重要性について次の5点が挙げられている。
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1. 将来のビジネスチャンスの見極め（2030年までに12兆ドルの市場効果）

2. 企業の持続可能に関わる価値の向上（ブランディング）

3. ステークホルダーとの関係強化、新政策展開との同調

4. 社会と市場の安定化

5. 共通言語の仕様と目的の共有

中小企業がSDGsに取り組む目的としては企業価値向上、企業ブランディング、新規協業先の発掘といった割

合が高いという調査もある。近年は企業を取り巻く環境変化も起きてきており、消費者はSDGsを学んだ世代

が大人になりエシカル消費（人や環境、社会に配慮した消費やサービス）への興味が高まり、これは人材採用面

でも社会貢献度への学生の意識が高まっている。大企業も売上高500億円超の企業の3割超が取引条件に加え

るようになってきた。また、国連責任投資原則（PRI）には日本年金機構も署名し、ESG投資（環境・社会・ガバナ

ンスを考慮した投資）が広がってきている。

事例として泉州タオルを紹介されていた。「水とともに生きる」をコンセプトに官民連携して複数の企業が議

論を深めて商品開発をされていた。自分たちの取り組みがどのように世の中に寄与するかを具体的に検討し、

SDGsの本質を見極めて発信していくことが重要。

講演2　企業活用のポイントと事例紹介
講師：中小企業基盤整備機構近畿本部企業支援部　栃本 英徳 氏、 高瀬 早紀 氏

令和3年度に中小機構ではSDGs相談窓口を設けて中小企業をサポートし始めた。SDGsの浸透や活用促進を

目的として各種ガイドが発刊されている。

「中小企業のためのSDGs活用ガイドブック」（https://www.smrj.go.jp/ebook/sdgs-guidebook2-kinki/）

「まんが版 中小企業のSDGs はじめの一歩」（https://www.smrj.go.jp/ebook/sdgs-comics-kinki/）

『SDGs Compass』による企業が取り組む5つのステップがある。

ステップ1：SDGsを理解する

17のゴールと169のターゲットを理解し、阻害要因をイメージする。

ステップ2：優先課題を決定する

製品・サービスによる直接貢献のほか、経営改善も間接貢献につながる。自社で寄与していること、これから

貢献できることをリスト化して優先課題を設定する。

ステップ3：目標を設定する

将来ビジョンに向けて目指すべき目標を決め、ビジョン・経営方針・優先課題・行動目標を図式や文章にして

示す。その際背伸びしすぎないことも大切。

ステップ4：経営へ統合（反映）する

実際に事業活動の中に果てはめて行動を開始。推進には経営陣のリーダーシップが重要。また、社長一人で

なく従業員全員の当事者意識も必要。
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会場写真 会場写真

ステップ5：報告とコミュニケーション

社内外の情報発信や日々のコミュニケーションに活用。パフォーマンスのみで実態が伴っていないと世間か

ら批判を受ける可能性がある。

企業の取り組み事例としてSDGsとの認識と本業と

の関連性の有無で分類して紹介されていた。これま

で意識せずに行っていた事業をSDGsに関連付けたり、

自社の労働環境などの間接的な経営改善も17の目標

に紐づけたりして取り組まれていた。

【所 感】

私はゆとり世代で小学校から大学まで、事あるごとに環境・人権・貧困などの問題について授業や研究を通じ

て触れて育ってきました。そのため自ずとSDGsの概念については当たり前のことだというある種のバイアス

がある中で、私自身環境問題に興味関心を持つ中で現在の会社に入社しました。

LFPIに参画されている企業はいずれも環境に関わるところでこの概念ができる以前から社会貢献意識が高

いとは思いますが、これを企業利益に繋げるのになかなかイメージが湧いていませんでした。しかしながら、各

企業の取り組み事例を拝見してこれまでの事業や業務改善の取り組みが活かせそうで安心しました。

学生時代に構内で見かけた標語「Think globally, act locally」をふと思い出し、今現在は2030年に向けて

緩やかな強制力を持って今後さらに活用が求められる中で、地球規模の俯瞰で課題を捉え、自社の活動を見つ

め直すマインドが必要だと感じました。

〈東洋スクリーン工業株式会社 石井 貴大〉
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ユニット型排水処理装置 排水処理設備

フレキシブル排水処理装置（手前）とフレキシブル脱水槽（奥）

企業紹介   株式会社水循環エンジニアリング

株式会社水循環エンジニアリングは、2015年に埼玉県三郷市で創業しました。

主に建設業や製造業の法人様を対象に、排水処理装置／設備の設計、製作、レンタル、それらに関する工事（設

置・撤去、運転管理）を提供させて頂いております。業務フローは、お打ち合わせ、現地調査、サンプリング、テー

ブル試験、提案書作成、お見積書、装置製作・調達、設置工事、試運転、必要に応じて運転管理、撤去作業となります。

これまで、重金属類、ダイオキシン、PCB、油、VOC、放射性セシウム等含んだ汚染排水処理をおこなってきました。

排水処理の規模は、小規模の装置は1L/minから、大規模設備では400m3/hrまで関わらせて頂いた実績があり、

規模を問わず対応させて頂きます。対象地域は、東北から九州まで実績があり、ご要望があれば北海道から沖縄

まで対応させて頂きます。工事のみの対応もさせて頂きます。

弊社は、排水処理がより簡易にできるように、水処理装置の開発にも力を入れています。3m3/hr～1m3/hrの

ユニット型の凝集沈殿方式の連続式排水処理は、2～4tトラックで運搬が可能です。最近では、折り畳みができ

るフレキシブル排水処理装置「ハイドロヴァンガード」（2m3/hr）を開発しました。軽自動車で運ぶことができ、

20分程で組み立てが可能です。今後は、アジア地域にも展開したいと考えています。

創業間もない、小さな会社ですので、この業界の皆様とお知り合いになり、勉強をさせて頂きたいと思い

LFPIに入会させて頂きました。私どもで協力できる事がありましたらぜひご一緒させて頂きたいと思っており

ますので、お気軽にお問合せ頂ければと思います。何卒、宜しくお願い致します。

〈株式会社水循環エンジニアリング　武島 俊達〉
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本社社屋 ドレンフィルター装置
NKUF-40HA-C

中空糸膜エレメント

企業紹介   内外化学製品株式会社

当社はこれまで創業以来蓄積した「水で培った化学の知恵」を活用し、 
これからも人と環境が調和した社会を目指して技術の研鑽と社会貢献に
取り組んで参ります。

内外化学製品株式会社は東京都品川区に本社を置く総合水処理メーカーです。創業は1918年（大正7年）、蒸

気機関車のボイラに使用する水処理薬品を製造販売したことが始まりになります。その後はボイラ薬品に加え、

冷却水用薬品の製造販売、ろ過装置や純水装置等の水処理装置の設計・製造販売、さらには廃水処理も含めた水

処理事業を展開して参りました。最近では年間契約でお客様のボイラを管理するサブスクリプション形態の事

業も実施しております。現在、営業拠点として北は北海道から南は九州まで全国9カ所に展開しており常にお

客様のご要望に迅速に対応できる様、日々活動しております。

官公庁、民間のお客様から評価を頂いている弊社の装置に『ドレンフィルター装置』があります。ボイラから

出た蒸気は熱交換等で使用された後に、捨てずに復水（ドレン水）として回収され、省エネ（水や燃料の大きな節

約＝熱回収）の為にボイラ用給水として再利用される事が多々あり、ドレン回収は水や燃料の大きな節約（熱回

収）となるのですが、ドレン水中に含有している鉄などの金属酸化物はボイラに対して悪影響を及ぼすことから、

それら金属酸化物をろ過して除去する必要があります。本装置はろ過精度0.1μmの中空糸膜エレメントを採

用しており高温環境（99℃）でも高精度で金属酸化物を除去する事が可能です。また逆洗機能や膜単体の酸洗

浄などを定期的に行うことにより長期間ろ過精度が低下せず繰り返し使用できます。

上記のドレンフィルター装置以外にも、ろ過装置や純水装置等の用水処理装置、並びにボイラ・冷却塔に付帯

する装置の設計・製作も請け負っております。コスト削減や利便性の向上に加え、SDGsにおけるクリーンエネ

ルギーの視点からも微力ながら社会に貢献させて頂いております。

〈内外化学製品株式会社 広報委員会　木下 圭太〉
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透視度の定点観測 ゴール地点の川

公園駐車場の私

　　技術委員のつぶやき話（その50）
栗田工業株式会社　西村 総介

＜早朝のジョギング＞
この二年半はコロナのおかげでろくなことがなかったです。五十年以

上生きてきて、こんな災難に出くわすとは思ってもみませんでした。
それでも数少ない良かった点は、在宅勤務が普及して朝の時間が有効

に使えるようになったことです。特に夏は日の出が早く、五時に起きれ
ば八時半にパソコンに向かうまで始業前に三時間半もある。たいていの
活動は余裕をもって、できてしまいます。

そんな朝の活動でお気に入りは、自宅から3キロほど離れた公園まで
のジョギングです。ゴール地点には小さな川があり、定点観測と称して
橋の上から透視度の記録を撮影します。カメラは防水付きの安物ですが、小さくて軽いし、いい仕事をしてくれ
ます。運がいいとカワセミが飛ぶのが見られます。この川は、高度成長期には完全なドブ川に堕落していたと
本で読みました。誰かが投資してくれた排水処理設備が、今の水質を支えているのです。本当に有難いことです。

橋で写真を撮ったら、次は開園前の駐車場の隅っこで筋トレをします。かつて週末に一回だったペースが、在
宅勤務のおかげで三回程度に増え、嬉しいことにだいぶお腹の脂肪が減りました。体が軽くなると、心にも余裕
ができる気がします。

更に良いことは、朝の公園で昨日の振り返りができることです。振り返りと言っても意図的に何かを反省す
るようなことではなく、筋トレをしたり公園をぶらぶら歩いたりしているうちに、昨日あった出来事への、もっ
と良い答えがふっと浮かんでくるのです。昨日の午後に疲れた頭で出した答えは、けっこう間違っていた。み
んなごめん、訂正します。朝の自分は、まるで別人みたいに聡明です。ぼん才が秀才になるくらい、違いがあり
ます。人により、頭が冴える時間帯はそれぞれだと思いますが、私にとって、朝の時間は貴重なものだと気付く
ことになりました。コロナが明けても、この習慣は続けたいと思います。
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）（ 「サウナ」と「ととのい」

広報委員会がちょっと調べてみました
情報アレコレ

第27回

今年の梅雨明けはとても早く、長く暑い夏でした。気温
が40度を超える真夏でも、体温は一定の範囲を維持する
機能を持っています。これは哺乳類や鳥類などの恒温動
物が持つ「恒常性」という機能です。とても凄いことだと
思います。最近流行っているサウナ。熱いと寒い状況を繰
り返すのでこの「恒常性」というすばらしい性質を最大限
に利用しています。サウナはどうして心身のコンディショ
ニングがされるのでしょうか？

サウナは熱くて、色々なことを考える余裕がありません。
サウナは100℃近い超高温であり、世界で一番暑い場所で
す。人体にとっていつもとは全く違う危機的な環境です。
その為、人体はサウナの環境に対応できるように集中し、
余計なことを考えなくなります。

そして、次に重要なプロセスの一つ「水風呂」。極限まで
熱せられた体が、今度は冷水につけられます。当然、体は
驚きます。そして、人体は再び生命の危機を感じます。体
内では、自律神経（交感神経）、心拍、血圧、血流量、脳内の
ホルモンなどをコントロールし、全ての力を総動員して、
環境に適応しようとします。

次は「外気浴」というプロセスに移ります。外気浴を行
うことによって人体は生命の危機を脱したと感じ、一気に
副交感神経優位になります。直前まで交感神経優位に引っ
張られていた分、反動がついて、今度は副交感神経側に大
きく目盛りが振り切れます。これにより、普段ストレスフ
ルな生活を送っている状態ではたどり着けないほどの副
交感神経優位の状態が手に入ります。これを「ととのい」
というそうです。「ととのう」というのはサウナ―用語で、
サウナの後の心身ともに非常に調子がいいと感じられる
状態。外気浴中に座ってリラックスはしているけど、眠い
わけではなく、むしろ清明に意識は晴れているような状態
のことを指すようです。

サウナの入り方について
サウナで一番大切なのは「自分自身が気持ちいい事」で

す。基本の一例ですが、入り方の大まかな流れは「サウナ
➡水風呂➡外気浴」これが基本セットで3〜4セット行い
ます。

◦�サウナ（5分〜10分）　 
背中の真ん中の温まりを感じる

◦�水風呂（1〜2分）　 
かけ水をして息をゆっくり吐きながら入る

◦�外気浴（5分〜10分）　 
水風呂から速やかに行動し椅子に座り「ととのい」タイム

効果について
❶脳疲労がとれて頭がすっきりする

サウナにより、強制的に思考を停止させられるため、
思考回路が減り「頭がすっきりする」「集中のスイッ
チに切り替わりやすくなる」「感覚が研ぎ澄まされる」

「ひらめく」という効果があります。
❷メンタルが安定する

交感神経優位から副交感神経優位を繰り返すこと
により自律神経が鍛えられ、日常生活においてスト
レスがあった場合でも切り替えやすく感情をコント
ロールでき、メンタルが安定します。
❸睡眠改善

短時間で深い睡眠を得られるようになり睡眠の質
を改善することができます。
❹肩こり、腰痛改善、疲労回復

血流量が増加することにより、凝り固まった筋肉
が和らぎます。血液循環により、疲労物質が強力に
押し流されて筋肉疲労や眼精疲労も改善します。
❺代謝が上がる

サウナにより、代謝のスイッチが切り替わること
による脂肪燃焼しやすくなります。また、新陳代謝
が良くなることによるむくみが取れる効果もあります。

このような魅力たっぷりのサウナ。
気持ち良ければ全て「ととのった」とします。コロ

ナ禍で密集を避けなければなりませんが皆さんも健
康維持の為、ゆっくりサウナいかがですか。

〈森永エンジニアリング株式会社　植野 聖視〉
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当社は建設機械用の油圧フィルタ製品の製造販売を主たる事業としており、国内の建機用フィルタ市場では

トップシェアを誇ります。当社の強みは、フィルタのキーパーツである「ろ材」を内製化することで、個々のお

客様のニーズに合ったフィルタを開発し提供できることです。

近年、幅広い分野での活躍が期待される次世代のろ材として、合成高分子系ナノファイバーを開発しました。

このろ材を使用し、従来品に比べてより長い寿命を持つ建機用フィルタをお客様へ提供しています。またナノファ

イバー技術を空調用エアフィルタ製品やヘルスケア製品などの開発に応用し、建機用フィルタの専門メーカー

から総合フィルタメーカーへの飛躍を目標に事業の拡大を進めています。

私は2017年に新卒で入社し、R＆D部に配属されました。R＆D部は、ろ材の開発や新素材の技術研究、知的

財産権の管理など、当社の研究開発における重要な業務の遂行を担当する部署です。研究開発への期待による

重圧がある一方、若手中心で自由闊達な意見を交わすことができる気風を持ち合わせています。現在は知的財

産権の取得や管理、調査等を行い、研究開発活動をサポートする業務を担当しています。上司や先輩、同僚の支

えがあり、今では知財業務の一部を一任されるまで成長しました。これからも縁の下の力持ちとして活躍でき

るよう成長していきたいと思います。

縁の下の力持ちとして 
活躍できるよう成長していきたい

ヤマシンフィルタ株式会社

開発本部 R＆D部　福澤 隆之
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  私た
ちも頑張ってます！  ～若手社員の仕事風景～



ユーザー会員としてLFPIに望むこと

弊社が本会に入会したのは2000年代前半、私が本会協力会員の松本名誉教授の研究室出身であったことと、
当時、松本先生と弊社で共同研究を実施していたこともあり、本会に入会することとなりました。

弊社は地盤改良や斜面防護を専門とする専業土木会社であり、本会で議論されるような分離プロセスなどを、
直接的にビジネスとして取り扱ってはおりません。入会当時は、ケイ酸塩系の地盤固化材料を自社生産するプ
ロジェクトで、電気透析やUF膜を使用したプロセスを実施していたため、日本海水様の製塩工場見学などに参
加させていただき、大変参考になりました。

現状、コストダウン要請などから、当時の材料製造プラントは廃止し、市販材料を用いた固化材に切り替えて
しまったため、化学工学的なアプローチを要求される機会が減り、本会の行事やイベントには欠席が続いており、
大変申し訳なく思っております。

しかしながら、昨今、SDGsへの企業の対応が大きく叫ばれており、弊社のような専業土木の会社でも、建設
現場からの排出水の環境影響評価や処理方法などの対応を求められることが多くなってきており、本会主催の
基礎講座等で学習させていただければと思っているところです。

私が本会に希望するものとしては、水処理などをご専門とされている会社さんからすると物足りないものになっ
てしまうかもしれませんが、弊社のように専門外のユーザー会員企業からすると、基礎的事項の講座の開催は、
基礎技術が学べるため非常にありがたく思っております。大分昔にはなってしまいますが、ポンプの種類や原
理等についての講座に参加させていただいたことがあり、非常に参考になりました。コロナ禍ではありますが
繁茂な開催を希望いたします。

また、時々、技術小冊子を送付いただいておりますが、こちらについても非常に参考となっており、さらなる
発刊を希望するものであります。

とりとめのない文章となってしまいましたが、ユーザー会員としての希望は以上となります。

〈ライト工業株式会社　大西 高明〉
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講師プロフィール

天
あま

江
え

 喜
き

七
しち

郎
ろう

イラン・イスラム革命（1978～79）、
ソ連崩壊（1991～92）、ウクライナ・
オレンジ革命（2003～04）を現地で
体験。
日本国連協会評議員、京都日韓親善
協会会長、茶道裏千家淡交会顧問他

記後集編
今年は暑い長い夏でした。先日初めて「生

ビール缶」という商品を購入しました。見た目
は350mlの通常の缶ビールなのですが、缶の
開け口がツナ缶のように缶の上面全体がパカ
ンと開ようになってます。缶を開けるとすぐに
モコモコときめ細かい泡がこんもりと立ち上
がり生ビールを注いでもらったような状態に
なります。こんもりとした泡に口を近づけ口の
周りに泡がつくのを感じながらグビグビっと
飲みます。広がる香りと苦みそして喉をシュ
ワ―とさわやかに通り過ぎていくこの感覚、、、、、

「うまい」です。コロナ3年目、これから感染の
波をいくつ超えていかなければならないのか
不安な気持ちを忘れさせてくれる美味しさです。

ビールの中身は同じでも、見せ方や感じ方
が違うだけでこんなにも「美味しく」変わるも
のなのかと思います。自分自身も見せ方や感
じ方を変化させ「美味しく」なりたいものです。
変わりゆくコロナ時代に考える今日この頃です。

会員皆様のおかげでNewsletterも100号節
目を迎え、新たな101号としてスタートをしま
した。広報委員会としてより良い会報誌とな
るよう取り組んでまいります。

〈森永エンジニアリング株式会社　植野 聖視〉

会からのお知らせ
★	「第26回定時総会&特別講演」のご案内

日時：2022年10月25日（火）14：30～17：20
会場：�アルカディア市ヶ谷（私学会館） 

（JR、地下鉄 市ヶ谷駅 徒歩2分） 
※Webでのご参加も可能です。

申込：HP又はメールでお申し込みください。
ＨＰ：�https://www.lfpi.org/event/new/ 

メールアドレス：lfpi_03@lfpi.org
申込期限：10月11日（火）

☆	特別講演では、「ウクライナ戦争と今後の国際
情勢」と題し、元在ウクライナ特命全権大使  
天江 喜七郎 様にご講演頂きます。奮ってご参
加ください。

会 員 情 報
★	新規会員様のご紹介
【一般会員】
宇津商事株式会社
住友重機械エンバイロメント株式会社
帝人フロンティア株式会社
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